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シートベルト…4-2 

4 

* 

* 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



4-2 SRSエアバッグーSRSエアバッグ 

SRS*エアバッグ 4・1 

■概要 

SRSエアバッグ·プリローダー付シートベルトに助手席側SRS 

エアバッグを追加しました。また,システムの一部を変更して, 

インフレーターの点火をコンピューターにより判定する方法のみ

としました。これにより,フェンダー部のフロントエアバッグセ 
きま

ンサーを廃止しました。

システムは従来と同様,ダイアグノーシス機能によりシステムに 

万一異常が発生した場合はこれを検出しSRSウォーニングランプ 

を点灯させます。

SRSエアバッグ·プリローダー付シートベルトは、Bタイプ,C 

タイプ,i-Fourグレードに標準設定,AタイプS,CタイプSグレ 
SD5483 

ードにオプション設定しました。

*SRS:Supplimental Restraint System(サプリメンタル リストレイント システム)の略で乗員補助教置のことを示す。 

点火装置

ガス
助手席SRSエアバッグ 

センターエアバッグセンサー 発生剤 ガス
ASSY(コンピューター) インフレータ

電源一 点火装置

セーフィング
センサー 運転席SRSエアバッグ 

ガス

<> 発生剤 ガス

コンピューター インフレーター

& 
センターエアバッグセンサー

点火装置
衝突 衝撃 ÷ 

ガス ガス
発生剤

インフレーター

( 作動プロセス
プリローダー
(ドライバー用 & 助手席指導者用) 

インフレーター & バッグ 

SRSウォーニングランプ 
(運転席SRSエアバッグ) 

プリローダー付シートベルト
(ドライパー用) 

インフレーター & バッグ 
(助手席SRSエアバッグ) 

プリローダー付シートベルト

(助手席搭乗者用) 

スパイラルケーブル センターエアバッグセンサーASSY 
(コンビネーションスイッチ部に内蔵) 部品配置 (コンピューター) SD5484.SD5485 
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SRSエアバッグーSRSエアバッグ 4-3 

主要構成部品と機構

構成部品 機 能

センターエアバッグセンサーASSY(コンピューター)からの点火電流をインフレータ 
スパイラルケーブル

ーに伝達する。

インフレーター バッグに展開させるためのガスを瞬時に発生させる。

インフレーターからのガスにより瞬時に膨らみ,バッグ背面およびバッグ側面に設けた 
バッグ

排出孔によりドライバーおよび助手席搭乗車への衝撃を吸収します。

インフレーターを内蔵し,インフレーターからガスによりシートベルトを巻き取り,シ 
プリローダー付シートベルト

ートベルトの機能を一層高めます。

SRSウォーニングランプ ランプを点灯し,システムの異常をドライバーに警告する。 

センターエアバッグセンサー 衝突時の減速度を検出する。センターエアバッグセンサーとセーフィングセンサーから

ASSY の信号によりバッグを展開させるか否かを判定しインフレーターへの電流をONする。 

(コンピューター) ダイアグノーシスモードに切り替えることにより,異常箇所の結果診断をする。 

■機構説明 

1.SRSエアバッグ・プリローダー付シートベルト 

●このシステムは上の表の部品から構成されています。以下に各構成部品の構造と作動について説明します。 

▶構造と作動 

【1】主要構成部品の構造·作動 

4 
〔1〕スパイラルケーブル 

従来と同様,無接点式とし,ローテーター,ケース,ケー 

ブルおよびキャンセルカムなどで構成されています。 キャンセルカム

ケーブル

エアバッグ用コネクター
(インフレーターへ) 

(注)1.スパイラルケーブルのニュートラル位置がずれた状態で組付けを ローテーター

行うと,ケーブル断線などの不具合が発生する恐れがあります。 
ケース

車両整備時は修理書を参考の上、正しい組付けを行ってください。

2.スパイラルケーブルをはずした状態でイグニッションスイッチを 

AACまたはONにすると後述のダイアグノーシス機能により,故 

障と判断されダイアグノーシスコードが記憶されてしまいますの
SD5478 

で注意してください。

* 
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4-4 SRSエアバッグーSRSエアバッグ 

〔2〕運転席SRSエアバッグASSY 

インフレーター & バッグはステアリングホイールパッドに内蔵され非分解式となっており,インフレーターは,点火 

装置(フィラメント,点火剤)伝火剤,ガス発生剤,などで構成されて,バッグは,容量約600のナイロン製で表面にゴ 

ムコーティング処理されバッグ背面に2個の排出孔を設けています。インフレーターの構造·作動は従来と同じです。 

点火装置

ステアリングホイール
バッグ バッド伝火剤

ガス発生剤

ステアリング
ホイール スクリーン

芯金

インフレーター スピードコントロール

スイッチ
(オートドライブ) 

スパイラルケーブル

インフレーター

カバー CD512 

〔3〕助手席SRSエアバッグASSY 

インフレーター,バッグ,セーフティパッドドア,ケースなどで構成されています。なお助手席SRSエアバッグASSTは 

非分解式となっています。

(1)取り付け位置 

助手席SRSエアバッグASSYは、インストルメントパネルリインホースメントに設けたブラケットに3本のボルト(A部) 

で固定し,さらにインストルメントパネル本体にボルトにより4箇所(B部)を固定しています。なお,詳しい脱着方法 

は,修理書を参照してください。 

(A) 
(B) 

〔

(A) 

インストルメントバネル
リインホースメント 助手席エアバッグASSY 

{ 
(B) 

↓ 鳥(日) ↓ 2.1 
(B) (A) ↓ (A) (A) ǀ(B) 

☝ (8) 
(A) 

SD5486 
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SRSエアバッグーSRSエアバッグ 4-5 

(2)構造 

基本的な構造は運転席SRSエアバッグと同じで,インフレーターは,点火装置(フィラメント,点火剤),伝火剤,ガス発 

生剤などで構成されています。これらの部品は,円柱形の金属容器に内蔵され,内部をシールして,完全密封構造として 

います。バッグは,ナイロン製で,インフレーターとともにインストルメントバネル部のグロープボックス上部にケース, 

エアバッグドアと一体構造として,収納されています。バッグ展開時の容量は約1200です。 

インストルメントバネル

ガス噴出孔 ガス発生剤
点火装置

バッグ

エアバッグドア

フィルター
伝火剤インフレーター

ケース

助手席SRSエアバッグASSY断面 インフレーターASSY断面 
SD5407,SD5488 

4 

(3)作動 

運転席SRSエアバッグと同様,衝突による減速度によりエアバッグセンターONして,点欠装置に通電され点火し、伝火剤, 

ガス発生剤へと極めて短時間で火災が伝播しガスが発生して,バッグ内に充満します。そしてバッグはエアバッグドアを 

押し上げて展開し助手席搭乗車への衝撃を緩和します。

:火炎伝播 

△:チッ素ガスの流れ 

排出孔

ガス領出孔より発生ガスを唱出

セーフティバットドアを押し上げる

ガスの流れ エアバッグ展開

SD5489,SI)5490 

イクセアナンシングマママママクセブで7 
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4-6 SRSエアバッグーSRSエアバッグ 

〔4〕プリローダー付シートベルト 

·プリローダー付シートベルトは,ELRのロック機構部,プ 
ブリローダー機構部

リローダー機構部,ベルト巻き取り機構部およびインフレ 
ELRの 
ロック機構部ーターを内蔵したシリンダーなどで構成されています。

0 

· 構造·作動は従来と同様です。 
@ 

ベルト巻き取り
機構部

SD5479 

〔5〕SRSエアバッグ・プリローダーコーションプレート 

センターコンソールドア変側,グラブドア変側にSRSエアバッグ·プリローダーコーションプレートを貼付しました。 

SRS 

プリローダー付シートベルト”を表調しています。 
この草は、運転落と助手落に *SRSエアパッグおよび 

SRSエアバッグおよびプリローダーは、シートベルトの細助長置 
(SUPPLEMENTAL BESTRAINT SYSTEM) ですから、 
シートベルトは必ず着用してください。

事故の際、エアバッグが膨らむときに強い簡思を受け、けがをする
おそれがありますので以下のことをお守りください。

1. シートに深く履かけて、シートベルトを着用してください。 SRS 
2. シートベルトを着用できないお子さまは、後席にお乗せください。 

この車は、運転席と助手席に *SRSエアバッグおよび 3. メーター内の「SRS質を灯」が次の状態のときは、異常が 
プリローダー付シートベルト”を装備しています。 考えられます。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
SRSエアバッグあよびブリローダーは、シートベルトの補助長置 ①エンジンスイッチを ACC または ON にしたとき、 
(SUPPLEMENTAL RESTRAINT SYSTEM) ですから、 

▷豆豆灯が点灯したままの状態。 
▷豆豆灯がまつたく点灯しない状態。 

シートベルトは必ず週間してください。

② 走行中に登ち灯が灯したとき。 事故の際、エアバッグが膨らむときに強い面忌を受け、けがをする
4.   しくは取扱をご覧ください。 おそれがありますので以下のことをお守りください。
【お願い】 1. シートに深く霞かけて、シートベルトを着用してください。 
SRSエアバッグおよびブリローダー付シート·ベルトの取り扱い、 2. シートベルトを着用できないお子さまは、後席にお受せください。 
交換·廃棄等については、トヨタ販売店にご相談ください。 3. ほしくは取扱書をご覧ください。 

センターコンソールドア長側 グラブドア裏側

SRSエアバッグ·ブリローダー 
SRSエアバッグ·ブリローダー 
コーションプレート

コーションブレート

✓ 

配 置 
SD5491.SD5492,SD5493.SD5494 
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SRSエアバッグーSRSエアバッグ 4-7 

〔6〕センターエアバッグセンサーASSY(コンピューター) 

• センターコンソール下側のフロアに取り付けられています。センターエアバッグセンサーASSYに内蔵されたエアパッグ 

センサーより,エアバッグを作動させるか否かを判定するとともに,システムに異常があるかどうかの自己診断を行いま 

す。

• センターエアバッグセンサーASSYは,助手席SRSエアバッグの追加,およびフロントエアバッグセンサーの廃止にとも 

ない,ダイアグノーシス関係を変更しました。 

·センターエアバッグセンサーASSY上面にコーションプレートを貼付しました。 

エアバッグ用クラッシュ・センサー

●この凹品は、絶対に分解しないでください。 
•  
割響をおよぼす恐れがあります。

●整備·又換方法は、トヨタ鈑売店にこ相にくなさい。 

A SINDINDAG CRASH SH SENSOR UNIT 
●DO NOT DISASSEMBLE THIS UNT, 
*HANDLE CAREFULLY. ANY ISPACT AGAINST HARD 
SURFACES MAY ADVERSELY AFFECT PERFORIANCE. 

*SEE REPAIN MANUAL FOR MANTENANENCE AND 
REPLACEMENT INSTRUCTIONS. 
IS SISMIRIMERIAMARIN 

· NE PAS DENONTER CETTE UNIE. 
●MANIPULER AVEC SOIN, TOUT UAPACT CONTRE DES 

コーションプレート SURFACES DURES RISQUE D'AFFECTER LES PERFORMANCES. 
*POUR LES INSTRUCTIONS O'ENTRETEN ET DE 

REMPLACEMENT, VOCR LE MANUEL DE DE REPATIQA. 
ALISANDAG CHAG 

·DIESE EINHEIT NICHT ZERLEGER 
 VORGICHTIG BEHANDELN JEDER STOGGENHANARTE 

ONERFLACMEM KANISIGH NACHTERIO AUF OIE LEISTUNG OER EINNEIT AUSWIRKEN 
●FUR WARIUNG UNO AUSTAUSOH 

SIEHE WERKSIATTHANDOUCH 
センターエアバッグセンサーASSY Kuruetitiont 
(コンビューター) 

ミュレブル 長喜

ingeringention 

配置 コーションプレート
505495. DD1074 

(1)構造 

• センターエアバッグセンサーASSY(コンピューター)は,従来からの構成と同様,センターエアバッグセンサー,点火 

判断回路,セーフィングセンサー,バックアップ電源,診断回路,メモリー回路,および安全回路などがあります。 

• 従来と同様,セーフィングセンサーにローラーと固定接点を使用したメカニカル式センサー,センターエアバッグセフサ 

ー(Gセンサー)に加速度の大きさに応じてリニアな電気出力が得られる半導体式センサーを使用しています。 

固定接点 回転接点

9 SRSウォーニングランプ 
ECU·B ブレートスプリング ストッパー
96 

ダイアグノーシスコネクター(室内) 

ACC 
バックアップ50 
電源

セーフィング ダイアグノーシスコネクター(エンジンルーム内) I センサー

イ
ン
フ
レ
ー
タ
ー

プリローダー(右) (助
手

ヶ
岡

) 

イ
ン
フ
レ
ー
タ
ー

(ドライバーミ) 

ダイアグノ ローラー
メモリ

亭 ーシス回路

イ
ル

. 
セーフィングセンサーCPU および

判定回路モニター プリローダー(左) 

減速度

センケー
エアバッグ 振動目話 フロント
センサー

集積回路部
カンチレバー

☆ か
ゲージ部

センターエアバッグセンサーASSY(コンピューター) 

センターエアバッグセンサー
回路

SD5460,01045,SDO12 

さ
れ

て
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4-8 SRSエアバッグーSRSエアバッグ 

【2】システム作動 

〔1〕点火判定と条件 

あらかじめ設定した以上の衝撃が加わった場合,エアバッ 
セーフィングセンサー

グが作動します。
"ON 

点火条件は右図のようにセーフィングセンサーとセンター AND 点火

エアバッグセンサーが同時にONした時,点火装置に電流が センターエアバッグ
センサー “ON” 

流れ,点火します。 

作動領域

SD5482 

〔2〕ダイアグノーシス機能 

(1)診断回路 

診断回路は,従来と同様,①プライマリーチェックと②常時チェックにより故障診断を行っています。 

①プライマリーチェック,②常時チェックとも,その内容は従来と同様です。 

① ② 

プライマリー R> n> イグニッションイグニッション 常時チェック
チェック スイッチスイッチ
(約6秒間) "OFF" "ACC"または"ON" 

SD0450 

(2)ダイアグノーシスコードの呼出し 

• ダイアグノーシスコードの呼出しは,従来と同じくイグニッションスイッチをACCまたはON状態で,ダイアグノーンス 

〔コネクターのTc端子を短絡することにより行い,SRSウォーニングランプの点滅によりコードNoを表示します。 

• 診断コードは,助手席側エアバッグの採用にともない,診断項目を追加しました。またフロントエアバッグセンサーの廃 

止により診断項目を削除しました。

コードコード
診断結果 不具合箇所 診       果 不 貝 合 箇 所 

No No 

·バンテリー ·センターエアバッグ 
センターエアパッグセンサーASSYの故障 1 電源電圧の低下 31 

·W/H センサーASSY 

・点火装置
点火装置W/Hショート(アース) ・W/H 53 エアバッグ点火装置ショート(助手席用) ·W/H 

11 
・点火装置·センターエアバッグ 

センターエアバッグセンサー系常時ON 54 エアバッグ点火装置断線(助手術用) 
センサーASSY ·W/H 

・点火装置
12 エアバッグ点火装置W/Hショート(電源) ・W/H 63 助手席プリローダー点火装置ショート

・W/H 

・点火装置 ・点火装置
エアバッグ点火装置ショート(ドライバー用) 64 助手席プリローダー点火装置断線13 · W/H ・W/H 

・点火装置・点火装置
14 エアパッグ点火装置断線(ドライバー用) 73 ドライバープリローダー点火装置ショート

・W/H ·W/H 

·バルブ ・点火装置
22 SRSウォーニングランプ系統の断線 74 ドライバーブリローダー点火装置断線

・W/H ·W/H 
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SRSエアバッグーSRSエアバッグ 4-9 

(3)記憶コードの消去 

次の操作を行うと,すべての記憶コードを一斉に消去することができます。ただし,記憶コードが消去されますので,必 

ず(2)のダイアグノーシスコードの呼出しを実施し,コードNo.を確認した後,消去作業を行ってください。 

① ダイアグノーシスコネクターのTc端子とAB端子にリード線を接続する。 

② イグニッションスイッチをACCまたはONにする。 

③ 最初にTc 端子側から1秒間隔で,Tc端子とAB端子を2回ずつ交互にポデースし(一方のボデープース解除と同 

時に,もう一方をボデーアースする。)最後にもう一度ボデーアースする。 

数秒後に,SRSウォーニングランプが約50msec 間隔で点灯しはじめれば消去完了です。(Tc端子のポデーアースを解除す 

れば,SRSウォーニングランプは消去します。) 

2 

1.0±0.5秒 ボデーアース5 

OFF しつづける

Tc端子 1.0±0.5秒 

ボデーアース 1$ 
① ③ ⑤ 

OFF 小 リード線

A日端子 
ボデーアース

② ④ 

-50msec AB ダイアグノーシス
コネクター(室内) 

数秒後エアバッグ ON 
ウォーニングランプ OFF Tc 

+50msec 

SD0330, SD031 

* 
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